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奪い返す「自然」と抗う想像力 
　―　ピラネージのローマ表象をめぐって　―　
鳥 越 輝 昭
はじめに
　1 枚の版画を見よう。作者はジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ（Giovanni Battista Piranesi, 
1720-1778），制作年は 18 世紀後半である。画題にされているのは，ローマのフォロ・ロマーノ遺跡の
なかの『雷のユピテル神殿入口の廃墟 Remains of the Porch of the Temple of Jupiter Tonans』〔図版① Fic-
caci, 2000 : 192〕（1）である。画は，中央に，地中深く埋もれた 3 本の円柱と，その上のまぐさ石や装飾物
を描く。柱も石も全体に損傷が甚だしい。4 本あったはずの円柱の 1 本は完全に消失している。さら
に，画のなかで，神殿の廃墟と同様に見る者の眼を引きつけるのが，左右から枝を伸ばす木々の枝であ









（Hadrianus, AD 76-138）のヴィッラの廃墟を描いた版画（Remains of the Canopus at Hadrianʼs Villa in 
Tivoli）〔図版② Ficacci, 2000 : 729〕である。この画のなかでも，廃墟の上下左右と前面から，多数の枝
が生き物のように枝を伸ばして廃墟を覆い尽くそうとしている。ここでもまた，「文明」から自分の領
分を奪い返そうとする「自然」が描かれているのである。































を好んで建てたのとやや似ている。〔Gautier, 1850 : 65-66〕
　じつは，ピラネージの制作した版画には，『雷のユピテル神殿入口の廃墟』や『想像の牢獄画集』と
はかなり傾向を異にするものがある。それが，たとえば，『古代のフォロ・ロマーノ Ancient Roman Fo-















人文学研究所報 No. 55，2016. 3
マの古代 Antichità Romane』（全 4 巻，1756. Ficacci, 2000 : 156-309）の表紙を見ればわかるように，ピ
ラネージの自己認識は「ヴェネツィア人の建築家」だった。版画によるこの表紙には，ラテン語で「ヨ






　ピラネージは，カナレット（Giovanni Antonio Canal, “Canaletto,” 1697-1768）やティエポロ（Giovan-
ni Battista Tiepolo, 1696-1770）といったヴェネツィアの先輩画家たちから，明暗を豊かに表現する技法
























い。〔Goethe, 1813-1817 : 539〕
　ヴァージとピラネージの違いは技法だけでなく，主題の扱い方にも現れている。画面を構成する素材
の中心は，どちらの画の場合でも「トレヴィの泉」なのだが，画の題を，ヴァージは『トレヴィの聖マ
リア教会 Chiesa di S. Maria a Trevi』〔図版④〕と名付け，ピラネージは『「トレヴィ」と通称される
「処女の水道」の大泉の透視画法による景観 Veduta in prospettiva della gran Fontana dellʼAcqua Vergine 
detta Trevi』〔図版⑤ Ficacci, 2000 : 685〕と名付けた。ヴァージの画題に見られる「トレヴィの聖マリア
4












Delle Magnificenze di Roma Antica e Moderna』（10 vols., 1747-1761） という大作がある。注目すべきは，





















































放牧地 View of the Campo Vaccino』〔Ficacci, 2000 : 687〕や『古代フォロ・ロマーノ遺跡の景観 View of 














町全体の状態である。ローマは古代ローマ帝国時代の 1 世紀後期～2 世紀初頭には人口百万を超える大
都市だったが，まずはコンスタンティノープルに新しい首都が建設され，その後西ローマ帝国が衰退し
滅んでしまうと，人口が減少し，一時期は 2～3 万人にまで激減した〔Vauchez, 2001 : xi〕。その後，近
代になってから人口が増加したけれども，ピラネージよりもややのちの 1790 年の段階でも，人口は
6
170,000 人ほどだった〔Coucci, 2002 : vi〕。それにもかかわらず，18 世紀のローマは，3 世紀に百万人都
市のために造られた全長 19 キロメートルの長大なアウレリアヌスの市壁に守られていた。18 世紀半ば
（1748 年）に作成されたジャンバッティスタ・ノッリ（Giambattista Nolli, 1701-1756）のローマ都市図
を見ると，人が居住している地区は，市壁内の 4 分の 1 ほどでしかない。その他の場所は，葡萄畑や，
農地，ヴィッラの庭園である〔Nolli, 1748〕。ピラネージが体験したローマは，古代遺跡もふくめて，
町の 4 分の 3 が「自然」に覆われた町だったのである。その状態は，ピラネージの出身地ヴェネツィア
が，18 世紀にも，小さな島のなかに 160,000 の人口が密集していたのと，まことに対照的だった。
　ピラネージが古代ローマの遺跡から衝撃を受けた原因は，もうひとつあったはずである。それはテオ


















われらの肉体とおなじく脆い世界があるのだ。〔Byron, 1812 : 150〕
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教会）Chiesa di S. Maria ai Martiri」についての版画である。


















テオンの図では，土木作業中のように描かれている〔図版⑩，Ficacci, 2000 : 173〕。パンテオンに鐘楼
を載せる作業を描いたのだろうか。
　とりわけ興味深いのは，屋根にまったく鐘楼の載せられていないパンテオンの図である〔図版⑪，






き鐘楼が載っていない形態が，13 世紀以前の姿でもあり，同時に 19 世紀後期以後の姿でもあること
に，あらためて注目するべきだろう。この点については次節でふれる。
　ピラネージは，もう 1 枚，鐘楼を載せないパンテオンを描いているが，それは，これまでの 2 種とは
趣を異にする作品である。この版画のなかのパンテオンは，建築されて間もない新しい姿で描かれてお
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す著作が 5 つある（『集英社世界文学事典』2002，世界文学年表）。すなわち，マキャヴェッリ（Nic-
colò Machiavelli, 1469-1527）の『ローマ史論 Discorsi sopra la prima deca di Tito Livio』（1531），モンテ
スキュー（Montesquieu, 1689-1755）の『ローマ盛衰論 Considération sur les causes de la grandeur des 
Romains et de leur décadence』（1734），ギボンの『ローマ帝国衰亡史』（1776-1788），ミシュレ（Jules 
Michelet, 1798-1874）の『古代ローマ共和国史 Histoire de la république romaine』（1839），モムゼン
（Theodor Mommsen, 1817-1903）の『古代ローマ史 Römische Geschichte』（1854-1856）である。なぜこ













の意志のままに受けいれ，防衛は傭兵に依存した。〔Gibbon, 1776-1789 : 83〕
　モンテスキューの関心も古代ローマの衰亡にあったことは，『ロ—マ盛衰論』が，冒頭から 3 分の 1




































ものなのである。〔Livius : I, ibid.〕
　ピラネージもまた古代ローマの建築物の変遷に注目しながら，メテッルス（Quintus Caecilius Me-
























































に出現した。〔Michelet, 1839 : 21-22〕
　モムゼンの『古代ローマ史』（全 3 巻，1854-1856）は，かなりのちになってからローマの属州を取り
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Reclaiming Nature vs. Resistant Imagination :  
On and around Piranesi’s Representations of Rome
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ABSTRACT
　In this article dealing with the etchings of Rome produced by Giovanni Battista Piranesi, I have put forth 
three points : （1） In many of the prints depicting Roman ruins he represents such nature that “reclaims” its 
own territory from the Roman civilization ; （2） in a number of his other prints, however, he reverses this pro-
cess and, by the use of his imagination, tries to reclaim nature to reestablish the civilization ; （3） his prefer-
ence for the ascending phase of the Ancient Rome was exceptional in the 18th-century historiography on 
Rome and it resembles both the tendency found in the Renaissance and that found in the 19th century.
　As to the first point, I have argued that behind his expressive etchings of Roman ruins there is his love for 
the Ancient Roman civilization derived from his reading of Latin classics as well as his dislike for its destruc-
tion brought about by the Christian society. This love and dislike is noticeable in a print depicting the Roman 
Forum, in which he neglects Christian churches and highlights the Ancient Roman remains.
　To prove my second point, I have paid attention to such etchings that attempted to present the Capitol Hill 
and the Pantheon as if they were in their prime. In this type of prints, Piranesi was an architect of imagination 
who made full use of his knowledge of classical literature.
　Piranesi had a tendency to overlap the actual sight of Rome with its imagined past, and partly because of 
this he continued to be influential in the following generations. He was contrastive to his onetime mentor, Giu-
seppe Vasi, a cartographer who liked to depict the 18th-century Rome as it was and was soon forgotten.
　As for my third point, Piranesiʼs love of Livy and his love for the pre-imperial Rome was what was also no-
ticeable in Machiavelli and his contemporary Florentines. Interestingly, the similar preference disappears 
from the Roman histories written by Montesquieu and Gibbon and reappears in those works written by Mi-
chelet and Mommsen in the 19th century.
